
車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。

2023年9月9日（土）

自然の中には、人気のない生き物もいます。しかし、

よく見てみると、そのような生き物たちの中にも、興味

深いものがたくさんいます。今回は、そんな生きものた

ちについて、どんなところにいるのか探しながら歩いて

みましょう。新たな発見があるかもしれません。

▲モンクロシャチホコの幼虫。サクラに集団発生し、ナシやウメ等のバラ科果樹の害虫としても知られる

案内人：岩本二郎（鳥の博物館）

石原直子・伊東茂子（鳥の博物館市民スタッフ）



カメムシのなかま（幼虫）

モンスズメバチ ヤマカガシ ヒロヘリアオイラガ

生態系の中での分解者

農業害虫 の天敵

毒 のある生物との付き合い方

文化的 なちがい

チョウとガは、どちらも同じチョウ目に属し、明確な線引きを

することは困難です。ヨーロッパには、チョウと同様にガを愛好

する人もいるようです。日本でも有名なのは、ヘルマン・ヘッセ

の短編小説『少年の日の思い出』です。物語の主人公は不思議な形

をした翼の目玉模様（眼状紋）に魅了された昆虫採集家の少年です。

眼状紋はチョウ目によく見られ、蝶も蛾も関係ありません。

てがたんコースにも、毒をもつ生きものがいるので、気をつけ

ましょう。彼らは人間を襲うためではなく、自分が襲われたとき

に身を守るために毒を使います。そのため、つかまえたり相手を

刺激したりしない ことが大事です。

消費者

生産者 分解者

🌻

🦌

ゴキブリは、日本で確認されている全64種（2022年現在）のうち、

人家の内部に侵入するのはたったの11種であり、その大部分は、生態系

の中で「分解」という重要な役割を担っている生物です。分解の際には

物が腐るため、分解者である生物たちは、「衛生的でない」と、嫌われ

てしまうものが多くいます。しかし、彼らがいなければ、生態系は成り

立ちません。

野外に生息

83%

人家に侵入

嫌いな人も多いクモですが、日本では人間に害のある毒を持つ種は

ごくわずかです。彼らは肉食であり、カメムシなどの農作物に被害を

与える昆虫を駆除してくれるという点で、人間にとってはむしろ、

有難みが大きいといえるかもしれません。

17%

モリチャバネゴキブリ幼虫

クロゴキブリ 成虫

コハナグモナカムラオニグモ

捕食

クジャクチョウ クジャクヤママユ

🍄🐍
植物

動物

菌類・ミミズ など

生態系


